
　※「小児慢性特定疾病児童等自立支援員」については、別途福岡市が難病医療連絡協議会に業務委託して実施している。

　※「福岡県難病医療提供体制整備事業運営業務」（福岡県難病ネットワーク事業）は福岡県が福岡県難病医療連絡協議会に業務委託して実施している。

福岡県難病相談支援センターの運営について

福岡県難病相談支援センター

福岡市難病相談支援センター

難病相談支援センター
小児慢性特定疾病

児童等自立支援

福岡県難病

ネットワーク

◆対象者：難病患者とその家族
○療養・日常生活・公的手続等の相談

○患者会の紹介、交流会の支援

○ピア相談の支援

○就労相談・支援

○講演会・研修会情報の提供

○ピアサポーター養成講座の開催

【難病相談支援員】（配置数２名）

青木 惇（保健師 /  看護師）

金子 麻理（社会福祉士）

◆対象者：小児慢性特定疾病患児

とその家族
○療養・日常生活・公的手続等の相談

○患児家族交流会の紹介

○進学・就労相談

○関係機関（病院、学校等）との連絡調整

◆対象：指定対象難病に関すること
○長期入院

○在宅ケア体制

○レスパイト入院

○コミュニケーション

○人工呼吸療法

○関係機関（病院、在宅サービス関係機関、

保健所）への橋渡し

【小児慢性特定疾病児童等自立支援員】

（配置数２名）

<福岡県採用>

後藤 和代（保健師 / 看護師）

<福岡市採用>

林田 依子（社会福祉士）

【難病診療連携コーディネーター】

（配置数２名）

原田 幸子（社会福祉士）

永山 美和（保健師/看護師）

＜九州大学に委託＞

【難病診療連携コーディネーター】

（配置数１名）

松山 絵美里（看護師）

※令和元年１２月に九州大学病院を「難病診

療連携拠点病院」に指定し、院内に「未診

断・未指定難病相談支援センター」を設置。

福岡県難病医療連絡協議会
（事務局：福岡県がん感染症疾病対策課）

福岡県福岡市

委 託

負担金

※「難病相談支援センター」運営費（事業費、人件費）の１／２

福岡県

難病相談支援センター

【難病相談支援員】（配置数１名）

中園 なおみ（助産師/看護師）

北九州市

直 営

北九州市

難病相談支援センター

【相談支援担当保健師】（配置数２名）

北九州市

難病相談支援センター

福岡県

難病相談支援センター

（北九州センター）

事業費の１／２を協議会から支出

事務局：川村

◆対象者：難病患者とその家族
○療養・日常生活・公的手続等の相談

○患者会の紹介、交流会の支援

○ピア相談の支援

○就労相談・支援

○講演会・研修会情報の提供

○ピアサポーター養成講座の開催

添付資料３


